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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月1日(2015.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）基材上の少なくともＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２からなる部分層
ｂ）少なくともＦｅ３Ｏ４からなる部分層
及び
ｃ）所望により、金属酸化物からなる更なる層、
を含む黒色エフェクト顔料であり、
前記少なくともＦｅ３Ｏ４からなる部分層は、更に水酸化第二鉄及びＦｅ２Ｏ３を含み得
、そして
前記ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２は、０．５乃至４質量％の範囲であり、且つ、前記
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Ｆｅ３Ｏ４が１８．４乃至約７０質量％の範囲であり、そして
該質量％は、黒色エフェクト顔料の全質量に基づいている、
黒色エフェクト顔料。
【請求項２】
前記ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２層及び／又は前記Ｆｅ３Ｏ４層が、基材上に連続コ
ーティング又は連続層を、カプセル化しているか又は形成している、請求項１に記載の黒
色エフェクト顔料。
【請求項３】
更なる層ｃ）が、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、Ａｌ２Ｏ３及びＺｎＯからなる金属酸
化物群から選択される、請求項１に記載の顔料。
【請求項４】
前記金属酸化物がＳｉＯ２又はＴｉＯ２である、請求項３に記載の顔料。
【請求項５】
前記顔料が、金属酸化物層ｃ）を含み、且つ、該金属酸化物層が透明である、請求項１に
記載の顔料。
【請求項６】
前記基材が、酸化アルミニウム、板状ガラス、パーライト、アルミニウム、天然マイカ、
合成マイカ、オキシ塩化ビスマス、板状酸化鉄、板状グラファイト、ブロンズ、ステンレ
ス鋼、天然パール、窒化ホウ素、二酸化ケイ素、銅フレーク、銅合金フレーク、亜鉛フレ
ーク、亜鉛合金フレーク、酸化亜鉛、エナメル、カオリン（ｃｈｉｎａ　ｃｌａｙ）、磁
器、酸化チタン、二酸化チタン、亜酸化チタン、ゼオライト、カオリン、ゼオライト及び
それらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の顔料。
【請求項７】
前記基材が、天然マイカ、合成マイカ、パーライト、板状ガラス及びアルミニウムからな
る群から選択される、請求項１に記載の顔料。
【請求項８】
但し、前記ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２コーティング又は層は、ＴｉＯ２コーティン
グ又は層に取り込まれていないという条件である、請求項１に記載の顔料。
【請求項９】
前記基材が、マイカ又は合成マイカである、請求項１に記載の顔料。
【請求項１０】
前記ＳｎＯ２及びＦｅ３Ｏ４が、同一層中に存在する、請求項１に記載の顔料。
【請求項１１】
前記ＳｎＯ２及びＦｅ３Ｏ４が、二つの分離層中に存在する、請求項１に記載の顔料。
【請求項１２】
以下の層構造：
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２＋Ｆｅ３Ｏ４（同一層）、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２＋Ｆｅ３Ｏ４（同一層）／ＳｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＴｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＺｎＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＺｒＯ２、
基材／ＴｉＯ２＋ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／ＴｉＯ２＋ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２、
基材／ＴｉＯ２＋ＳｎＯ２／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＴｉＯ２＋ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４

／ＳｉＯ２、
基材／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２／ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４

／ＳｉＯ２、
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基材／ＳｉＯ２／ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＴｉＯ２、又は
基材／ＳｎＯ２／ＴｉＯ２／ＳｎＯ２／Ｆｅ３Ｏ４／ＳｉＯ２を有し、
前記基材は、酸化アルミニウム、板状ガラス、パーライト、アルミニウム、天然マイカ、
合成マイカ、オキシ塩化ビスマス、板状酸化鉄、板状グラファイト、ブロンズ、ステンレ
ス鋼、天然パール、窒化ホウ素、二酸化ケイ素、銅フレーク、銅合金フレーク、亜鉛フレ
ーク、亜鉛合金フレーク、酸化亜鉛、エナメル、カオリン（ｃｈｉｎａ　ｃｌａｙ）、磁
器、酸化チタン、二酸化チタン、亜酸化チタン、ゼオライト、カオリン、ホウケイ酸塩及
びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の顔料。
【請求項１３】
請求項１に記載の黒色エフェクト顔料を含有するペイント、コーティング、粉末コーティ
ング、印刷インキ、レーザーマーキング顔料、化粧品配合物、顔料組成物又は乾燥調合物
。
【請求項１４】
請求項１に記載の黒色エフェクト顔料を含む、化粧料配合物。
【請求項１５】
約１０乃至約９０ｗｔ％の化粧品に適するキャリヤ材料を更に含む、請求項１４に記載の
化粧料配合物。
【請求項１６】
前記配合物が、コンシーラースティック、ファンデーション、舞台用メイクアップ、マス
カラ、ケーキマスカラ、クリームマスカラ、アイシャドウ、リキッドアイシャドウ、ポマ
ードアイシャドウ、パウダーアイシャドウ、スティックアイシャドウ、圧縮（プレスド）
アイシャドウ、クリームアイシャドウ、ヘアカラー、リップスティック、リップグロス、
コールペンシル、アイライナー、頬紅、アイブロウペンシル、ネイルエナメル、スキング
ロッサースティック、ヘアスプレー、フェイスパウダー、レッグメイクアップ、虫よけロ
ーション、ネイルエナメルリムーバー、香水ローション、シャンプー、ゲルシャンプー、
リキッドシャンプー、シェービングクリーム、エアロゾルシェービングクリーム、ブラシ
レスシェービングクリーム、泡立ちシェービングクリーム、整髪用品、コロンスティック
、コロン、コロンエモリエント、バブルバス、ボディローション、保湿ボディローション
、洗浄ボディローション、鎮痛ボディローション、収斂ボディローション、アフターシェ
ーブローション、アフターバスミルク及びサンスクリーンローションから成る群から選択
される化粧品である、請求項１４に記載の化粧料配合物。
【請求項１７】
少なくとも部分的にＳｎＯ２コート又はＳｎＯ２層化され、更に水和ＳｎＯ２コートを含
み得る基材上に、水酸化第二鉄又は酸化第二鉄を更に含み得るＦｅ３Ｏ４コーティング又
はＦｅ３Ｏ４層を適用する工程、並びに
所望により更なる金属酸化物コーティングを適用する工程、を含む、
請求項１に記載の黒色エフェクト顔料を製造する方法。
【請求項１８】
前記基材が、酸化アルミニウム、板状ガラス、パーライト、アルミニウム、天然マイカ、
合成マイカ、オキシ塩化ビスマス、板状酸化鉄、板状グラファイト、板状シリカ、ブロン
ズ、ステンレス鋼、天然パール、窒化ホウ素、銅フレーク、銅合金フレーク、亜鉛フレー
ク、亜鉛合金フレーク、酸化亜鉛、エナメル、カオリン（ｃｈｉｎａ　ｃｌａｙ）、磁器
、酸化チタン、二酸化チタン、亜酸化チタン、ゼオライト、カオリン及びそれらの組み合
わせからなる群から選択される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
ａ）０．５乃至４質量％のＳｎＯ２又は水和ＳｎＯ２で基材を少なくとも部分的にコーテ
ィングする工程、
ｂ）工程ａ）の少なくとも部分的にコーティングされた基材に、１８．４乃至７０質量％
のＦｅ３Ｏ４を適用する工程、及び
ｃ）所望により、更に金属酸化物コーティングを適用する工程、
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を含み、そして
該質量％がコーティングされた基材の全質量に基づく、
基材にＦｅ３Ｏ４の付着を増加させる方法。
【請求項２０】
前記ＳｎＯ２及び／又は水和ＳｎＯ２は、前記基材を部分的に又は全体にコートし、且つ
、少なくともＦｅ３Ｏ４の部分コーティング又は部分層で隣接して又は直接コートされる
、請求項１に記載の顔料。
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